





The Treatment of Vagabonds and Beggars in Early Meiji Period





















































































































































































































































































151 名、町人 77 名、百姓 15 名、役人 5 名、公家
1 名、僧侶 2 名である。年齢は最年少 13 歳から
























決者ノ監」（第 2 条）「已決者ノ監」（第 3 条）「懲
















































明治 10（1877）年 2 月には他県出身者のみであっ
たが、東京府出身の者でも対象を拡大した。行旅
病人死亡法にかかる対象者も、石川島監獄署に送
付された（明治 14（1881）年 10 月 21 日警視庁








前から実施されていた。明治 3（1870）年 9 月 4 日
















男 583 2678 3259 2244 106 2350 909
女 99 300 399 233 10 243 156
合計 682 2976 3658 2477 116 2593 1065
明治 10 年
男 898 2147 3045 1763 176 1939 1106
女 156 252 408 211 30 241 167
合計 1054 2399 3453 1974 206 2180 1273
明治 11 年
男 1111 2201 3312 2023 244 2267 1045
女 167 300 467 291 20 311 159
合計 1278 2501 3779 2314 264 2578 1204
明治 12 年
男 1045 1852 2897 1698 341 2039 858
女 156 209 365 175 60 235 130
合計 1201 2061 3262 1873 401 2274 988
明治 13 年
男 858 1524 2382 1477 180 1657 725
女 130 178 308 147 65 212 96
















































男 269 587 856 584 11 595 261
女 18 169 187 119 2 121 66
合計 287 756 1043 703 13 716 327
明治 10 年
男 261 855 1116 826 21 847 269
女 66 270 336 288 4 292 44
合計 327 1125 1452 1114 25 1139 313
明治 11 年
男 270 922 1192 732 27 759 433
女 45 169 214 171 3 174 40
合計 315 1091 1406 903 30 933 473
明治 12 年
男 433 1039 1472 860 91 951 521
女 40 257 297 246 12 258 39
合計 473 1296 1769 1106 103 1209 560
明治 13 年
男 521 931 1452 941 31 972 480
女 39 153 192 163 2 165 27
合計 560 1084 1644 1104 33 1137 507
















































明治 6（1873）年 3 月乞食に陥る者も含めて窮
民は養育院に差し出すよう通達が出ており（「会






















まず、明治 8（1875）年 1 月 14 日養育院窮民
の総人数の報告によると、総人数 377 名のうち無
籍で引き渡されたのは 149 名（男 130、女 19）で、











力役場現員総人員は 117 名、うち無籍は 114 名で
有籍は 3 名である。養育院から諸所へ日雇に出る
者は 34 名、無籍は 30 名（男）で、有籍の者は 4
名（男 2、女 2）である。従って、養育院・力役
場・養育院から日雇に通う者の総人員は 528 名










同年 2 月の養育院窮民は男女総計 526 名。男は
421 名でその内訳は壮健の者 194 名、15 歳以下は








れる。女は 105 名で内訳は壮健の者は 16 名、15
歳以下は 17 名、病者は 72 名である。男女総計で
壮健の者は 210 名、15 歳以下は 65 名、病者は






































































































本月在院 18 24 165 11 218 21 11 104 71 143 361
役　　付 29 1 30 8 38
壮　　健 25 25 18 40
虚　　弱 38 38 32 70
不　　具 8 8 6 14
盲　　人 1 7 8 6 14
患　　者 4 6 39 2 51 3 2 20 79
狂　　人 19 19 17 36
老　　衰 8 8 4 4 12
幼　　弱 12 19 31 17 10 58













14（1881）年 9 月 9 日、養育院には労働能力のあ
る者の収容願い出を禁じた（東京都　1973：517-
518）。同年の東京通常府会において、救育費の項







としている。同年の施療諸費も 1 万 622 円から



















表 3　東京　養育院業務仕上表　明治 11 年 9 月 30 日
稼高 仕入元高 器械繰戻 差引益 積金 預金 割渡
紙漉諸品売捌代 127882 111935 1772 14175 1200 6676 6299
按摩稼 6035 6035 985 2525 2525
団扇張 340 540 54 243 243
草鞋造 2030 500 1550 156 634 760
製紙会社破布撰 9859 992 8867 885 3991 3991
洗濯賃 7593 7593 746 3178 3669
院内髪結 2117 2117 211 953 953
張文庫売上代 38337 32195 2755 3387 339 1499 1549
脚気病院学取賃 4850 1532 3318 583 2735
公園地掃除人足賃 41938 9489 32449 9565 10882 12002
博物局回収 7045 820 6225 2245 1920 2060
院内掃除 1800 600 1200 100 550 550
雑業 1221 250 971 91 390 490
窮民役付手当 14500 14500 3925 10575












































































































































 1 ） 国立国会図書館所蔵「石川島人足寄場居越帳」よ
り。




 3 ） 貧しい家のこと。
― 186 ―
明治前期における浮浪・乞食の福祉的処遇
 4 ） 生活していくこと。
 5 ） 東京都公文書館蔵「警視庁令鑑」より。
 6 ） 同前。
 7 ） 明治 4（1871）年 4 月 22 日太政官布告第 203 号
を以て改定。
 8 ） 東京都公文書館蔵「会議所伺・全・4 巻ノ内 3 号
〈庶務課〉」（607. Ａ 6.08）DVD600-603 コマより。
 9 ） 東京都公文書館蔵「会議所伺・全・4 巻ノ内 3 号
〈庶務課〉」（607. Ａ 6.08）DVD609-61 コマより。
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